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Cephradineに 関す る実 験 的 な らび に臨床 的研 究

西 沢 夏 生 ・河 盛 勇 造

国立泉北病院内科

1. 緒 言

Cephradine(CED)は セ ファロスポリン系の半合成物

質として新しく登場 したが,そ の化学構造はCephalexin

(CEX)に きわめて類似してお り,と もに経口投与によ

って,よ く吸収される点に特長を有 してい る。 すでに

CEDに 関 してはhMsoN1)ら 。KLAsmRsKY2)ら な どのジ

実験的および臨床的研究の報告があるが,私 共も本物質

の提供を受けたので,2,3の 実験を行ない,少 数の臨

床例も経験 したので,次 にその成績を記載する。

2. Cephradineの 試験管内抗菌力

CEDの 試験管内抗菌力をCEXを 対 象として.日 本

化学療法学会標準法による希釈寒天平板法を用いて測定

した。

その成績はTable1の とお りで,黄 色ブ ドウ球菌20

株 では,CED1.56ま たは3.13μg/mlで,す べて発育

が阻止され,う ち12株 はCEXと まったく同じMICを,

また2株 はCEDの ほ うが1段 階良好,4株 はCEXが

1段 階強い抗菌力を呈 していた。

大腸菌に対 しても,CEXと ほ ぼ同様で,MICは

6.25μg/mlな い し50μg/xnlの 間に分布 し,変 形菌に対

しては4株 中3株 は1。25μgmlで 発育を阻止 した。

なお,緑 膿菌10株 に対 してはCEXと 同 じく100μg/

mlで もまった く無効であった。

3. Cephradine内 服後の血清中濃度

肝および腎機能の正常な呼吸器感染症患者 に,CED

カプセル500mgを 内服 させ,1,2お よび4時 間後に採

血 して,血 清中CED濃 度 を定量 した。

定量法は寒天平板ディスク法により,枯 草菌ATCG

6633株 を指示菌 とした。 また,基 礎曲線はpH7.0の

燐酸緩衝液によるものを用いた。

成績はTable2の とお りで,1時 間後に17.5お よび

25μg/ml,2時 間後に12.5お よび16μg/ml,ま た,4時

間後に6.3お よび8.5μg/mlのCED濃 度 がえられた。

a) Staphylococcus aureus 20 strains

Table 1 In vitro antibacterial activity of cephra-

dine and cephalexin
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b) Escherichia coli 6 strains

c) l'rotcus 4 strains

d) Pseudomonas aeruginosa 10 strains

4. 臨 床 経 験

私共はCEDに よる急性肺炎治療に関する二重盲検実

験の協同研究に参加 しているので,こ れに含まれる臨床

経験は別に報告されることとなるが,協 同研究 とは別に

治療 しえた2例 の呼吸器感染症 の概要 をTable3に 示

した。

すなわち,気 管支肺炎および肺膿瘍の各1例 に,カ プ

セル剤 を500mgず つ1日4回 投与により,12日 間およ

び16日 間の治療を行なった。前者では喀疾中の黄色ブ ド

ウ球菌は減少 したが,後 者では喀疾中肺炎桿菌はCED

のMICが50μg/mlで あ ったゆえか,ま った く無効に終

った。

なお,両 例 ともに副作用はなかった。また,肝 機能,

Table 2 Serum levels of cephradine after single oral administration

Table 3 Clinical experiences on cephradine
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胃機能,末 梢血液所見を検査 したが,い ずれ も異常は認

められなかった。

5. 総括 および考案

CEXに 類似する化学構造を有するCEDに ついて,

その試験管内抗菌力をCEXと 比較 しつつ検討 した。そ

の結果は諸家の報告と同様に,CEXと の間にほとんど

差はみられず,CEDの 優位性は認められなかった。

また,CED内 服後の血 清中濃度 も,私 共がすでに

CEXに ついて経験 しているものとほとんど同程度 で,

とくに高値 をえるとは思えなかった。

私共の臨床例は,き わめて少数であ り,別 に行なわれ

ている対照実験の成績をまって,CEDの 臨床価値は決

定されるものではあるが,現 在まで私共がえている実験

的研究の結果 よりすれば,CEDはCEXと ほぼ同様の

臨床効果の期待できる経口的セファロスポ リン系抗生物

質と考えてよいかと思 う。

もし,こ の物質がCEXよ りも,著 しく低毒性である

な らば,よ り大量投与によって,す ぐれた臨床効果 も期

待できるであろうが,こ の点は今後の検討にまちたい。

6. 摘 要

Cephradineの 試験管内抗菌力をCEXと 比較 して,

ほ ぼ同程度であることを認めた。

CED内 服後の血清中濃度もCEX内 服後のそれ と大

差がなく,以 上の成績からCEXと ほぼ同程度の臨床効

果が期待 された。

2例 の呼吸器感染症に用いた経験を記載 した。

本研究に用いたCEDは,三 共株式会社から提供を受

けた。記 して謝意を表する。

本論文の概要は,第22回 日本化学療法学会総会(昭 和

49年6月,東 京)に おいて発表 した。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON CEPHRADINE 

KASEI NISHIZAWA and Yuzo KAWAMORI 

Senboku National Hospital

By comparing the in vitro antibacterial activity Of cephradine with that of cephalexin, almost the same degree 

was noticed between both. 

No wide difference was observed between the blood concentrations after oral administration of cephradine 

and those after oral administration of cephalexin. 

From the above results, the cliniacl effect of cephradine was expected to be almost the same as that of 

cephalexin. 

The experience was described on 2 cases of respiratory infections treated by cephradine.


